
令和１・２年度
県教育委員会指定研究最終報告会

観点を明確にした評価の工夫
～「評価の手引き」の作成と活用を通して～
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１ 令和１・２年度 研究主題設定理由

学習指導要領改訂

育む

教育の目的



１ 令和１・２年度 研究主題設定理由

教育の目的

手段

計画 実践 評価 改善

教育課程・
指導計画

評価を
基にした
改善

観点別
評価

主体的
対話的
深い学び



１ 令和１・２年度 研究主題設定理由

本校の評価に関する課題

●観点別評価

●評価の活用

研究主題

観点を明確にした評価の工夫
～「評価の手引き」の作成と活用を通して～

教育の目的



２ 研究の目的

教育の目的

資質・能力の育成

手段

観点別評価

学習改善

授業改善

教育課程
改善

１

２３



３ 研究計画（長期）
理論の整理 ①授業改善 ②学習の改善 ③教育課程の改善

一

年

目

①観点別評価について
の理論を整理し、「手
引き」にまとめる

①「学習指導案」「評価
記録」を基に、授業改善
に取り組む。

二

年

目

②「手引き」を活用し、
観点別評価の理論を定
着させていく

②「指導案」「記録」等
を活用し、授業改善の方
法を整理する

①子ども自身が学習の改
善に活用できる方法につ
いて探る

①年間指導計画の様式、
内容の見直し

三

年

目

③授業改善の方法を定着
させていく

②子ども自身が学習の改
善に活用できる方法を整
理する

②「授業評価」を基に年
間指導計画を作成する

四

年

目

③「授業評価」を基に年
間指導計画の改善に取り
組む

五

年

目

③「評価」を基に教育課
程の改善の方法について
探る

改
善 改

善
改
善



３ 研究計画（今年度）

１学期 ２ 授業改善のポイント ６月

２学期

３ 提案授業 ７月

４ 授業実践① ８～10月

７ 年計について

新職員オリエン

主体・対話・深い

小・生単
「コロナ」

授業研究会
５ 授業実践② 11～12月

６ 最終報告会 12月18日
公開授業

次年度の布石３学期

１ 観点別評価について ４月



４ 授業改善の方法
視点 観点との関連

主
体
的

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャリア形成の方向性と関連づけなが

ら、 を持って粘り強く取り組み、自己の学習活動を

次につなげる「主体的な学び」が実現できているかという視点。

「主体的に学習に取り
組む態度」

対
話
的

子供同士の協働、教職員や地域の人との対話、先哲の考え方を手がかりに

考えること等を通じ、 「対話的な学び」が実

現できているかという視点。

「思考・判断・表現」

深
い
学
び

習得・活用・探求という学びの過程の中で、各教科の特質に応じた「見方・

考え方」を働かせながら、知識を相互に関連づけてより深く理解したり、

情報を精査して考えを形成したり、問題を見いだして解決策を考えたり、

思いや考えを基に創造したりすることに向かう「深い学び」が実現できてい

るかという視点。

「知識・技能」
「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り
組む態度」

見通し

自己の考えを広げ深める

振り返って

主体的・対話的で
深い学び学習指導要領



４ 主体的、対話的で 深い学び

量より質の
学習へ

同じ「知識・技能」でもより質の高い「使える知識・技能」
の育成が求められる

知っている
できる

使えるわかる

自分で考え、判断する 自ら問題解決、表現する

思・判 思・判

３観点と
の関係

主体的
見通し
振り返り学習の意義



宮特の観点別評価に関する課題
昨年度
研究

①「知識・理解」の弱さ 使える
知識・技能？

考え、判断する
場面設定？

子供に伝わる
評価？

②「思考・判断・表現」
「主体的に学習に取り組む態度」
の評価の難しさ

③子供が学習活動に
評価をいかせていない



授業改善のポイント ６月

主体的、
対話的で
深い学び

宮特の
観点別評価
の課題

宮特の
授業改善
のポイント

① 子供が、学習の意義や学習の計画を理解し、見通しを持てているか
(めあてや学習計画の提示の工夫)

② 子供が考え、判断する場面があるか
(教わる学習と考える学習のバランスや工夫)

③ 子供が振り返り（評価）を通して学びを意識化しているか
(子供に伝わる評価の工夫)



小学部 生単 「コロナ対策を考えよう」

提案授業 ７月

意義 計画 振り返り 考え・判断する場面

宮特ＨＰ



５ 授業研究会

目的

観点別評価の実現を目指した授業
改善の取り組みについて学ぶ。

協議の柱

①学習の意義や学習の計画の理解。
②考え、判断する場面設定
③振り返りを通した学びの意識化

方法

４～６名グループの話し合い



全員が必ず
発言する

授業者は後
から参加する

付箋紙の
活用

５ 授業研究会



深まった

33%

少し深まった

65%

変わらない

2%

問1 研修を通して観点別評価に関す

る知識・理解は深まりましたか？

成
果

観点を明確にした評価
をすることができるよ
うになった

できるよう

になった

22%

少しできるようになった

76%

できなかった

2%

問2 前年度に比べて観点を明確にし

た評価をすることができましたか？

課
題 少し

６ 成果と課題（アンケート調査）



できた

25%
少しできた

68%

できなかった

5%

その他

2%

問5 前年度に比べ、子ど

もたちに学習の意義や計

画の提示の工夫をするこ

とができましたか？

成
果

宮特授業改善のポイント
を押さえた授業実践に取
り組むことができた

課
題

振り返りを通した学びの
意識化の方法を探る

できた

16%
少しできた

70%

できなかった

12%

その他

2%

問7 前年度に比べ子ども

たちが振り返りを通した

学びの意識化の工夫をす

ることができましたか？

できた

33%

少しできた

60%

できなかった

5%

その他

2%

問6 前年度に比べ、子ど

もたちが、考え、判断す

る場面設定の工夫ができ

ましたか？

６ 成果と課題（アンケート調査）



成
果 宮特授業改善のポイントを押さ

えた授業実践に取り組むことが
できた

課
題

振り返りを通した学びの意識化
の方法について探る

観点を明確にした評価をするこ
とが少しできた

主・対・深
理論研究

評価の手引き
（案）

授業
研究会

６ 成果と課題

次の
ステップ

観点別評価を生かした教育課程
の改善に取り組む


